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民
主
党
の
失
敗
を
教
訓
に

２
０
０
９
年
８
月
30
日
の
総
選
挙
で
鳩
山
由
紀
夫
氏
が
率
い
る
民

主
党
が
圧
勝
し
て
歴
史
に
残
る
政
権
交
代
を
実
現
し
た
。
鳩
山
氏
が

１
９
５
６
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
を
締
結
し
た
鳩
山
一
郎
首
相
（
当

時
）
の
孫
で
、
自
身
も
日
ロ
協
会
会
長
を
務
め
る
「
知
露
派
」
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
日
ロ
関
係
の
改
善
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
、
民
主
党
政
権
は
領
土
問
題
で
は
「
四
島
返
還
」
と
い
う

日
本
の
従
来
の
立
場
を
崩
す
考
え
も
、
具
体
的
な
対
ロ
政
策
も
何
も

な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
有
効
な
対
ロ
政
策
を
生
み
出
す
ど
こ

ろ
か
、
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
民
主
党
政
権
は
首
相
訪
ロ
も
実
現
で
き

な
い
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
。

民
主
党
政
権
の
対
ロ
政
策
に
お
け
る
最
大
の
失
敗
は
、
柔
軟
性
の

欠
如
で
あ
っ
た
。
民
主
党
の
政
治
家
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
従
来
の

政
策
を
堅
持
し
て
お
り
、
新
し
い
手
法
も
な
か
っ
た
。

日
ロ
関
係
の
改
善
に
は
経
済
、
政
治
な
ど
各
分
野
で
関
係
を
強
化
し
、

信
頼
感
と
適
切
な
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
経
済
協
力

を
て
こ
に
戦
略
的
関
係
を
築
き
、
相
互
の
関
心
と
利
益
を
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
領
土
問
題
を
解
決
す
る
土
台
が
で
き
る
し
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
新
た
な
安
全
保
障
制
度
の
形
成
に
協
力
で
き
る
。
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例
え
ば
、
２
０
０
９
年
10
月
17
日
に
国
土
交
通
相
（
兼
北
方
対
策

担
当
大
臣
）
の
前
原
誠
司
氏
は
北
海
道
根
室
市
の
納
沙
布
岬
や
洋
上

か
ら
北
方
領
土
を
視
察
し
た
上
で
、「
四
島
が
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
不
法
占
拠
状
態
が
続
い
て
い
る
」
と
発

言
し
、
ロ
シ
ア
を
刺
激
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
側

は
「
固
有
の
領
土
」
や
「
不
法
占
拠
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ロ
シ
ア
を
交
渉
か
ら
退
席
さ
せ
、
交
渉
の
蓄
積
を
葬
り
去
る
こ
と
に

な
っ
た
。

も
と
よ
り
、
ロ
シ
ア
と
は
つ
き
合
わ
な
い
な
ら
ば
別
の
話
だ
が
、

本
気
で
領
土
問
題
を
解
決
し
て
日
ロ
関
係
を
改
善
さ
せ
る
つ
も
り
が

あ
る
な
ら
、
日
本
は
政
策
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。例

え
ば
、
北
方
領
土
の
共
同
開
発
は
両
国
の
利
益
に
合
致
す
る
は

ず
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
ロ
シ
ア
は
日
本
に
対
し
て
北

方
領
土
の
共
同
開
発
を
提
案
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
政
府
は
領
土

交
渉
で
立
場
が
弱
く
な
る
の
を
恐
れ
、
ロ
シ
ア
の
提
案
を
拒
否
し
続

け
て
き
た
。
２
０
０
９
年
10
月
29
日
に
来
日
し
た
ロ
シ
ア
の
ボ
ロ
ダ

フ
キ
ン
外
務
次
官
は
、
北
方
領
土
の
共
同
開
発
に
つ
い
て
「
両
国
の

法
的
立
場
を
害
さ
な
い
前
提
を
条
件
に
検
討
す
る
」
こ
と
を
提
案
し

た
。当

時
、
ロ
シ
ア
に
精
通
し
た
政
治
家
で
あ
る
鈴
木
宗
男
氏
は
「
一

時
的
に
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
に
服
す
る
形
と
な
っ
て
も
、
わ
が
国
の
国

民
が
積
極
的
に
北
方
領
土
に
入
り
、
存
在
感
を
示
す
べ
き
」
と
指
摘

し
、
民
主
党
の
対
ロ
対
策
が
柔
軟
に
な
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
た
。
し

か
し
、
鳩
山
内
閣
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
が
北
方
四
島
を
不
法
に
占
拠
し

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
国
民
が
北
方
四
島
に
入
域
す
る

こ
と
は
、
わ
が
国
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
」
と
鈴
木
氏
の
提
言
に

耳
を
傾
け
な
か
っ
た
。

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
（
当
時
）
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
政

府
高
官
が
北
方
領
土
を
視
察
し
た
こ
と
は
、
民
主
党
が
取
っ
た
強
硬

な
対
ロ
姿
勢
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
対
抗
措
置
で
あ
っ
た
。
２
０
１
１

年
２
月
11
日
に
日
ロ
外
相
会
談
後
の
記
者
会
見
で
、
ラ
ブ
ロ
フ
外
相

は
北
方
領
土
の
開
発
に
つ
い
て
「
中
国
や
韓
国
な
ど
（
第
三
国
）
の

投
資
を
歓
迎
す
る
」
と
述
べ
た
。
ロ
シ
ア
が
北
方
四
島
の
実
効
支
配

を
強
化
し
、
領
土
問
題
を
棚
上
げ
す
る
姿
勢
が
改
め
て
鮮
明
に
な
っ

た
。
日
ロ
両
政
権
が
非
難
の
応
酬
を
し
た
２
０
１
１
年
２
月
に
は
日

ロ
関
係
は
ほ
と
ん
ど
危
機
的
で
あ
っ
た
。

安
定
的
政
治
基
盤
が
不
可
欠

そ
こ
に
起
き
た
の
が
３
・
11
の
震
災
・
原
発
の
複
合
危
機
で
あ
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
人
道
的
な
観
点
か
ら
ロ
シ
ア
は
「
隣
国
・

日
本
」
へ
の
最
大
級
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
。
３
月
12
日
に
プ
ー



外交　Vol. 18　60

チ
ン
首
相
（
当
時
）
は
日
本
に
対
し
、
極
東
サ
ハ
リ
ン
沖
の
石
油
・

天
然
ガ
ス
開
発
事
業
「
サ
ハ
リ
ン
２
」
で
生
産
さ
れ
る
液
化
天
然
ガ

ス
な
ど
発
電
用
資
源
の
供
給
量
を
増
や
す
よ
う
関
係
閣
僚
ら
に
指
示

し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
非
常
事
態
省
は
13
日
、
救
助
隊
２
班
（
計
約

75
人
）
の
日
本
派
遣
を
決
定
し
た
。
国
営
原
子
力
企
業
ロ
ス
ア
ト
ム

も
原
発
事
故
の
技
術
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

２
０
１
１
年
８
月
頃
、
プ
ー
チ
ン
首
相
が
２
０
１
２
年
大
統
領
選

に
出
馬
す
る
意
向
を
示
し
た
と
き
か
ら
、
日
本
の
対
ロ
政
策
も
柔
軟

に
な
っ
て
き
た
。
２
０
１
２
年
２
月
７
日
「
北
方
領
土
の
日
」
に
行

わ
れ
た
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
に
お
い
て
、
野
田
首
相
は

「
５
月
に
は
ロ
シ
ア
で
新
政
権
が
誕
生
す
る
。
戦
略
的
環
境
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
日
ロ
関
係
は
新
た
な

重
要
性
を
帯
び
て
く
る
」
と
発
言
し
、
ロ
シ
ア
に
関
係
改
善
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

さ
ら
に
、
３
月
２
日
に
日
本
政
府
は
北
方
四
島
の
状
況
に
つ
い
て

強
硬
な
「
不
法
占
拠
論
」
の
代
わ
り
に
「
法
的
根
拠
の
な
い
形
で
占

拠
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
、
よ
り
柔
軟
な
表
現
を
使
う
こ
と
を
閣
議

決
定
し
た
。
同
日
、
プ
ー
チ
ン
首
相
が
一
部
外
国
メ
デ
ィ
ア
と
の
会

見
で
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
「
最
終
的
に
解
決
し
た
い
と
強
く
願

っ
て
い
る
。
双
方
が
受
け
入
れ
可
能
な
形
で
行
い
た
い
」
と
述
べ
、

解
決
に
意
欲
を
示
し
た
。

日
ロ
関
係
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
、
両
国
に
お
い
て
政
治
基
盤
の

安
定
し
た
強
い
政
権
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
領
土
問
題
の
よ
う

な
国
民
感
情
を
揺
さ
ぶ
る
問
題
は
、
国
民
に
広
く
支
持
さ
れ
た
政
権

で
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
。
毎
年
の
よ
う
に
首
相
が
変
わ
る
不
安

定
な
状
況
の
中
で
、
日
本
側
に
領
土
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
条
件

は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
要
因
は
、
相
互
の
関
心
で
あ
る
。
戦

後
日
本
外
交
は
日
米
関
係
を
基
軸
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
冷
戦
体
制
下
で
、
日
ソ
両
国
は
対
立
陣
営
に
属
し
て
い
た
。
米

国
は
日
露
戦
争
の
時
か
ら
、
日
ソ
接
近
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
１

９
５
５
～
56
年
の
日
ソ
平
和
条
約
に
向
け
た
交
渉
の
過
程
で
、
米
国

は
日
本
を
対
ソ
包
囲
網
の
一
環
に
組
み
入
れ
る
べ
く
、
対
ソ
外
交
上

の
緊
張
要
因
を
残
す
こ
と
を
意
図
し
、
日
本
に
「
四
島
返
還
」
と
い

う
立
場
を
と
る
こ
と
を
実
質
的
に
強
制
し
た
。
ソ
連
が
絶
対
に
受
け

入
れ
な
い
要
求
を
突
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
と
の
関
係
で
日

本
は
一
定
の
距
離
を
お
い
て
接
触
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
い
ま
だ

に
日
ロ
両
国
は
お
互
い
に
関
心
度
が
低
く
、
交
流
も
少
な
い
。
こ
の

状
況
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
領
土
問
題
の
解
決
は
あ
り
得
な
い
。

プ
ー
チ
ン
政
権
は
「
前
ほ
ど
強
く
な
い
」

２
０
１
２
年
12
月
16
日
に
政
権
奪
還
を
実
現
し
た
自
民
党
の
安
倍
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晋
三
総
裁
は
日
ロ
関
係
の
改
善
へ
の
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
選
挙

後
、
初
の
記
者
会
見
で
安
倍
氏
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
領

土
問
題
を
解
決
し
て
、
平
和
条
約
の
締
結
を
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

12
月
20
日
の
記
者
会
見
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
サ
ハ
リ
ン
州
記

者
の
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
質
問
に
関
し
て
「
日
本
の
政
権
に
復

帰
し
た
政
党
か
ら
、
新
指
導
部
は
平
和
条
約
締
結
に
関
心
を
抱
い
て

い
る
と
の
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
取
っ
た
。
重
要
な
シ
グ
ナ
ル
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
高
く
評
価
し
、
建
設
的
な
対
話
を
行
う
用
意
が

あ
る
」
と
述
べ
、
領
土
交
渉
の
進
展
に
意
欲
を
示
し
た
。

２
０
１
２
年
12
月
に
予
定
さ
れ
た
日
本
首
相
の
訪
ロ
は
延
期
さ
れ

た
が
、
そ
の
合
意
は
生
き
て
お
り
、
両
者
の
顔
合
わ
せ
は
既
に
済
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
安
倍
首
相
は
13
年
中
に
訪
ロ
す
る
と
み
ら
れ

る
。
し
か
し
、
12
月
30
日
に
安
倍
首
相
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
に
出
演

し
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
「
四
島
一
括
返
還
が
基
本
的
な
考
え

方
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
２
月
に
森
元
首
相
を
首
相
特
使
と
し
て
ロ

シ
ア
に
派
遣
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
森
氏
を
「
地
な
ら
し
」

と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
送
る
こ
と
は
賢
明
だ
が
、
安
倍
首
相
が
従
来
の

立
場
で
交
渉
に
臨
む
な
ら
、
解
決
は
先
送
り
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の

間
に
失
わ
れ
る
両
国
の
利
益
は
計
り
知
れ
な
い
。

大
統
領
に
復
帰
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
プ
ー
チ
ン
首
相
（
当
時
）

が
日
本
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
「
引
き
分
け
」
に
言
及
し
、
日
本

に
従
来
の
立
場
の
変
化
を
求
め
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
プ
ー
チ

ン
氏
に
と
っ
て
１
９
５
６
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
に
あ
る
よ
う
に
「
平

和
条
約
締
結
後
、
歯
舞
・
色
丹
を
日
本
に
引
き
渡
す
」
こ
と
は
、
国

民
の
反
発
を
考
え
る
と
容
易
で
は
な
い
。
現
在
の
ロ
シ
ア
の
国
内
情

勢
は
悪
化
し
て
い
る
。
世
界
経
済
不
況
の
中
で
、
ロ
シ
ア
の
経
済
も

成
長
力
を
弱
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
重
要
輸
出
品
目
で
あ
る
石
油
価

格
は
下
落
気
味
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
で
は
腐
敗
汚
職
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
現
在
の
プ
ー
チ
ン
政
権
の
基
盤
は
前
ほ

ど
強
い
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
も
し
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
日
本

に
対
し
て
領
土
交
渉
で
譲
歩
す
る
な
ら
ば
、
反
対
デ
モ
が
サ
ハ
リ
ン

や
極
東
そ
の
他
モ
ス
ク
ワ
な
ど
で
発
生
す
る
に
違
い
な
い
。

そ
こ
で
、
日
本
側
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
は
、
領
土
問
題
の
交
渉

に
お
け
る
立
場
の
再
検
討
で
あ
る
。
日
本
の
従
来
の
「
四
島
返
還
」

と
い
う
立
場
は
現
実
的
で
は
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
四
島
返

還
」
と
い
う
立
場
は
米
国
の
介
入
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
本
来
、

日
本
の
立
場
は
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
の
二
島
返
還
で
あ
っ
た
。
日
本

と
の
善
隣
関
係
の
構
築
を
目
指
し
、
ソ
連
は
日
ソ
国
交
回
復
の
交
渉

で
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
を
日
本
に
譲
歩
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
米
国
の
立
場
と
自
民
党
の
党
内
対
立
を
考
慮
し
た

上
で
、
日
本
政
府
は
領
土
問
題
を
棚
上
げ
し
、
ま
ず
ソ
連
と
の
国
交

正
常
化
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
両
国
間
の
国
交
が
正
常
化
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さ
れ
た
後
、
領
土
問
題
を
引
き
続
き
交
渉
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
た

め
に
、
１
９
５
６
年
９
月
29
日
に
日
ソ
は
書
簡
を
交
換
し
た
（
松

本
・
グ
ロ
ム
イ
コ
書
簡
）。

し
か
し
、
１
９
５
６
年
10
月
16
日
に
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
交
渉

で
、
日
本
側
は
上
記
の
提
案
を
取
り
下
げ
、
や
は
り
領
土
問
題
の
事

項
を
共
同
宣
言
に
盛
り
込
む
よ
う
ソ
連
側
に
求
め
た
。
ソ
連
側
は
日

本
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
も
、
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
の
引
き
渡
し
は

日
本
に
対
す
る
最
終
的
な
領
土
譲
歩
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
共
同
宣
言
の
草
案
か
ら
「
領
土
を
含
む
」
と
い
う
表
現
が
日

本
側
の
合
意
を
得
て
削
除
さ
れ
た
。
共
同
宣
言
の
９
項
に
よ
り
、

「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
を
継
続
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
日
ソ
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
に
、
ソ
連
は

「
日
本
国
の
要
望
に
こ
た
え
、
か
つ
日
本
国
の
利
益
を
考
慮
し
て
歯

舞
群
島
お
よ
び
色
丹
島
を
日
本
に
引
き
渡
す
こ
と
に
同
意
」
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
領
土
問
題
の
終
止
符
が
つ
け
ら
れ
た
。

１
９
５
６
年
10
月
19
日
に
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
が
調
印
さ
れ
た
。

同
年
12
月
８
日
に
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
は
、
日
本
の
国
会
、
ソ
連
邦

最
高
会
議
に
お
い
て
批
准
さ
れ
た
。
宣
言
の
主
た
る
内
容
は
、
日
ソ

両
国
間
に
「
戦
争
状
況
は
終
了
し
、
平
和
と
友
好
善
隣
関
係
が
回
復

さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
律
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
、
日
本
に
よ

る
千
島
列
島
と
樺
太
の
南
半
分
の
主
権
が
終
わ
り
、
日
本
は
上
記
の

領
土
の
主
権
が
ソ
連
に
あ
る
と
認
め
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
の
公
布
と
同
時
に
領

土
問
題
が
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
松
本
・
グ
ロ
ム
イ

コ
書
簡
を
発
表
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
領
土
問
題
の
引
き
続
き

の
交
渉
を
約
束
す
る
松
本
・
グ
ロ
ム
イ
コ
書
簡
は
、「
日
ソ
共
同
宣

言
」
よ
り
早
い
段
階
で
提
案
さ
れ
、
後
に
取
り
下
げ
ら
れ
た
領
土
問

題
の
棚
上
げ
案
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。
従
っ
て
、「
日
ソ
共
同
宣

言
」
が
締
結
さ
れ
た
時
点
で
、
松
本
・
グ
ロ
ム
イ
コ
書
簡
は
領
土
問

題
に
つ
い
て
交
渉
す
る
拘
束
力
が
既
に
な
か
っ
た
。

島
の
数
よ
り
経
済
協
力
重
視
で

以
上
を
踏
ま
え
、
安
倍
首
相
は
、
日
ロ
関
係
を
改
善
さ
せ
る
意
思

が
本
当
に
あ
る
な
ら
、
単
純
に
島
の
数
で
妥
協
を
探
る
の
で
は
な

く
、
対
ロ
政
策
に
お
い
て
領
土
問
題
の
優
先
順
位
を
下
げ
て
、
経
済

協
力
を
重
視
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
で
あ
る
。

日
ロ
間
で
経
済
、
政
治
、
科
学
技
術
、
文
化
な
ど
各
分
野
で
関
係

を
強
化
し
て
、
両
国
の
信
頼
感
と
適
切
な
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
提
案
す
る
経
済
協
力
を
て
こ
に
戦
略
的

協
力
を
築
い
た
上
で
、
領
土
問
題
を
解
決
す
る
土
台
が
で
き
る
。

世
界
情
勢
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
対
ロ
関
係
を
一
刻
も

早
く
正
常
化
さ
せ
、
外
交
上
の
日
本
の
地
位
を
強
化
す
べ
き
で
あ
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る
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
活
動
が
活
発
な
ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
の
業

務
が
危
険
と
背
中
合
わ
せ
に
あ
る
た
め
、
ロ
シ
ア
や
東
欧
に
切
り
替

え
る
日
系
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
人
質
を

伴
う
事
件
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

国
際
舞
台
で
日
ロ
は
競
争
点
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
緊
迫
す
る
北
東

ア
ジ
ア
の
状
況
下
で
は
、
日
米
同
盟
だ
け
で
は
勢
力
均
衡
を
保
持
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
日
本
に
対
し
て
敵
意
を
持
た
な
い
軍
事
大

国
ロ
シ
ア
と
戦
略
的
協
力
関
係
を
構
築
す
る
の
は
有
力
な
手
法
で
あ

る
。

戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
は
良

い
選
択
で
は
な
い
か
。
日
本
の
近
隣
諸
国
の
中
で
、
日
本
に
対
し
て

一
番
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。
中
国
人
や
韓

国
人
は
日
本
嫌
い
で
有
名
で
あ
る
。
米
国
も
日
本
に
対
し
て
親
し
み

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
戦
略
上
の
利
益
を
考
え
た
上
で
の

同
盟
国
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
国
民
は
日
本
に
対
し
て
、
本
当
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

る
。
例
え
ば
、
去
年
の
世
論
調
査
で
は
、
日
本
に
対
し
て
「
親
し
み

を
感
じ
る
」
と
す
る
者
の
割
合
が
60
％
、「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」

と
す
る
者
の
割
合
が
20
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
半
の
ロ
シ
ア
人

は
日
本
に
対
し
て
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

過
去
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
ロ
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
素
質
が
あ
る
。
日
ロ
両
国
を
分
断
す
る
冷
戦
の
国
際
構

造
は
消
え
た
が
、
両
国
共
通
の
関
心
と
利
益
を
築
く
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
歴
史
に
長
く
存
在
し
た
両
国
の
対
立
関
係
を
超
え
、
領
土

問
題
を
解
決
す
る
に
足
る
積
極
的
な
関
心
と
利
益
は
ま
だ
十
分
に
は

育
っ
て
い
な
い
。

経
済
面
で
あ
ろ
う
と
、
文
化
面
で
あ
ろ
う
と
、
互
い
に
関
心
と
利

益
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
土
問
題
も
解
決
で
き
る
し
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
新
た
な
安
全
保
障
制
度
の
形
成
に
も
協

力
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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